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キロヘルツ型衛星レーザ測距データによる衛星光学応答解析

Retrieval of Satellite Optical Response from kHz Laser Ranging Data
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世界の衛星レーザ測距局においては，広く使われている 10-20 Hz繰り返し率のレーザシステムから，2 kHzという高い
繰り返し率のレーザシステムに移行するところが現れている．イギリスの Herstmonceux局においても，kHzレーザにて
試験観測が始まっている．ここでは 10年以上にわたり，信号強度をシングルフォトンレベルに落として測距観測を行っ
ており，kHzレーザにおいてもそれを踏襲する．シングルフォトン測距データは，これまで光学応答に関する有用な情
報をもたらしてきた (Otsubo and Appleby, 2003, JGR)が，kHz型レーザシステムによりそれが一層高精度化することが期
待されている．実際の観測データを示してその可能性を探り，さらに新たな解析アルゴリズムの評価を行う．


